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小川幾代
（無所属）

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
（
非
正
規
雇
用
の
市
職
員
）

へ
の
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
、
会

計
年
度
任
用
職
員
数
は
、
４
９

７
人
で
あ
る
。

　
業
務
と
し
て
引
き
続
き
必
要
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
職
種
に
お
い
て
は
３
会

計
年
度
ま
で
継
続
任
用
す
る
こ
と
が
出

来
る
。

　
ま
た
、
制
度
開
始
前
の
給
与
水
準
の

維
持
と
と
も
に
、
生
計
を
支
え
る
た
め

の
一
助
と
な
る
よ
う
兼
業
を
可
能
と
し

て
い
る
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
正
職
員
へ
の

転
換
方
法
と
し
て
、
就
職
氷
河
期
世
代

の
採
用
の
考
え
方
を
適
用
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
慎
重
に
対
処
す
べ
き
と
考
え

る
。

市
職
員
の
働
く
環
境
を

　
　
　
　
　
　
　
よ
り
良
く

問答

市
職
員
の
育
休
取
得
の
た
め
の

取
り
組
み
は
。

　
職
員
の
配
置
換
え
や
、
業
務

分
担
の
見
直
し
を
す
る
な
ど
、

問答

市
職
員
の
女
性
の
管
理
職
を
増

や
す
取
り
組
み
は
。

令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
、
管

理
職
は
１
３
５
人
。
女
性
の
管

理
職
は
１７
人
。

　
人
事
配
置
の
際
、
自
己
申
告
制
度
を

活
用
し
業
務
に
対
す
る
意
識
確
認
を
し

て
い
る
。

　
今
後
、
職
位
に
対
す
る
意
向
調
査
な

ど
の
実
施
と
と
も
に
、
管
理
職
に
対
す

る
意
識
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
女
性
活

躍
を
推
進
し
て
い
く
。

問答

佐々木隆一
（日本共産党）

ここが聞きたい
一 般 質 問

こ
れ
ま
で
、
健
康
や
福
祉
の
相

談
を
受
け
る
中
で
「
生
理
の
貧

困
」
に
特
化
し
た
相
談
は
な
い
。

　
今
後
、
生
活
困
窮
も
含
め
た
家
庭
全

体
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
関
連
機
関
と

連
携
し
、
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

答

「
生
理
の
貧
困
」
の
状
況
把
握

は
。

問 「
生
理
の
貧
困
」
の
対
策
を

市
長
は
臨
時
議
会
の
所
信
表
明

で
、
医
療
費
の
無
料
化
を
高
校

生
年
齢
ま
で
対
象
に
す
る
と
述
べ
、
子

育
て
世
代
の
経
済
的
支
援
を
拡
充
す
る

と
言
明
し
た
。
市
長
の
英
断
を
高
く
評

価
し
た
い
。

　
所
得
制
限
な
ど
条
件
を
つ
け
る
の

か
。
財
源
は
ど
う
す
る
の
か
。
予
算
措

置
は
い
つ
頃
か
。

私
は
「
未
来
を
切
り
開
く
子
ど

も
た
ち
を
地
域
社
会
全
体
で
健

や
か
に
育
て
る
こ
と
」
を
重
要
な
施
策

の
一
つ
と
し
て
公
約
に
掲
げ
、
子
育
て

世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
無
料
化

を
決
断
し
た
。

　
所
得
制
限
な
ど
の
条
件
は
設
け
ず
、

過
疎
債
を
財
源
と
し
、
準
備
期
間
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
開
始
は
１０
月
１
日

を
予
定
し
て
い
る
。

高
校
生
年
齢
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
の
具
体
策
は

問答

市
内
に
は
38
カ
所
の
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
が
あ
り
改
修
が
必
要

な
の
は
９
カ
所
で
あ
る
。
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
の
過
疎
化
は
、
生
活
に
甚
大
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
業
界
団
体

か
ら
情
報
収
集
に
努
め
、
市
内
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
の
減
少
に
よ
り
生
活
に
支

障
の
な
い
よ
う
に
状
況
を
見
極
め
て
い

く
。 答

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
省
令

改
正
で
、
建
設
か
ら
２０
年
経
過

し
た
地
下
タ
ン
ク
は
、
漏
え
い
防
止
措

置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。

　
市
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
何
カ

所
か
。
改
修
に
必
要
な
ス
タ
ン
ド
は
何

カ
所
か
。
ス
タ
ン
ド
過
疎
の
対
策
は
。

問 市
内
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の

　
　
　
　
　
現
状
と
対
策
は

取
得
し
や
す
い
環
境
の
醸
成
に
努
め
て

い
る
。

　
併
せ
て
、
配
偶
者
出
産
休
暇
や
子
の

看
護
休
暇
制
度
な
ど
、
育
児
に
関
す
る

休
暇
制
度
に
つ
い
て
周
知
し
な
が
ら
積

極
的
な
取
得
を
促
し
て
い
る
。

由
利
本
荘
市
誕
生
以
来
、
柳
田

市
政
４
年
、
長
谷
部
市
政
１２
年

間
の
取
り
組
み
を
ど
う
評
価
し
て
い
る

の
か
。

本
市
１６
年
間
の

　
　
　
　
　
評
価
に
つ
い
て

問

柳
田
市
長
は
８
地
域
の
一
体
感

の
醸
成
に
ご
尽
力
さ
れ
、
長
谷

部
市
長
は
総
合
防
災
公
園
整
備
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
市
民
の
安
全
・
安
心

そ
し
て
移
住
・
定
住
へ
の
取
り
組
み
に

成
果
を
残
さ
れ
、
両
市
長
の
市
政
運
営

の
も
と
本
市
発
展
の
礎
が
築
か
れ
た
。

答

行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
り
、
行
政
運
営
や
職
員
労
力

が
ど
れ
く
ら
い
低
減
で
き
る
の
か
。
ま
た
、

自
治
体
情
報
標
準
化
シ
ス
テ
ム
導
入
に

よ
り
改
善
が
期
待
で
き
る
の
は
何
か
。

令
和
３
年
度

　
　
　
施
政
方
針
に
つ
い
て

問

電
子
申
請
の
積
極
的
な
活
用
な

ど
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
事
務
の
軽
減
を
図
る
。
デ
ジ
タ

ル
化
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
効
率
化

す
る
こ
と
で
、
職
員
一
人
１
日
あ
た
り

30
分
程
度
の
労
力
を
削
減
が
で
き
、
人

答

会長　渡部　功

当
初
予
算
で
は
市
税
で
６
億
５

０
０
０
万
円
ほ
ど
減
額
す
る
見

通
し
で
あ
る
が
、
国
か
ら
の
臨
時
財
政

答

５
Ｇ
部
品
の
増
産
が
想
定
さ
れ

る
Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
マ
ザ
ー
工
場
化
に

向
け
て
は
、
固
定
資
産
税
の
５
年
間
の

減
免
や
「
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助

金
」
な
ど
、
加
え
て
工
業
団
地
へ
の
バ

イ
パ
ス
整
備
を
国
、
県
へ
要
望
す
る
な

ど
重
層
的
支
援
を
行
う
。

　
一
番
堰
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
雇
用
の
創
出
確
保
と
共
に
Ｔ
Ｄ
Ｋ

工
場
の
安
定
稼
働
や
人
口
減
少
対
策
と

し
て
、
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
市
で

も
約
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
測
量
設
計
に
着

手
し
て
い
る
。

答 問

人
口
減
少
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
に
よ

り
、
税
収
は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
あ

る
が
、
今
後
の
財
政
の
見
通
し
は
ど
う

か
。 問

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
若

者
の
定
着
を
促
進
す
る
た
め
に
、

Ｔ
Ｄ
Ｋ
工
場
の
マ
ザ
ー
化
に
向
け
て
重

層
的
支
援
を
図
る
と
と
も
に
一
番
堰
ま

ち
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
の
か
。
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〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜

〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜

１．湊市政への市民の期待につい

　　て

２．本市１６年間の取組への評価に

　　ついて

３．令和３年度施政方針について

４．農林水産業の活性化について

５．新型コロナウイルス感染症へ

　　の対応について

６．鳥海ダム関連事業について

７．洋上風力発電について

８．本市の教育について

質　問　項　目

対
策
債
の
増
額
と
減
収
補
填
債
の
発
行

に
よ
り
６
億
３
０
０
０
万
円
ほ
ど
確
保

し
て
い
る
。

　
今
後
は
人
口
減
少
に
よ
り
地
方
交
付

税
な
ど
が
減
額
に
、
そ
し
て
普
通
建
設

事
業
に
係
る
財
源
不
足
、
扶
助
費
や
各

特
別
会
計
へ
の
操
出
金
の
増
額
に
よ
り

厳
し
い
状
況
が
続
く
と
推
計
さ
れ
る
。

市民創風

件
費
と
し
て
年
額
１
億
円
を
超
え
る
効

果
額
が
見
込
ま
れ
る
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
を
目
標
と
し
た

自
治
体
情
報
標
準
化
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
り
、
事
務
軽
減
が
期
待
で
き
る
。
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一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

６月定例会では、１１人の議員が質問に立ちました。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

8P 髙橋和子（高志会）
１．佐々木副市長就任について
２．鳥海ダム周辺整備について 
３．鳥海ダムに係る百宅の歴史文化の伝承・発信に

関する取り組みについて 
４．峰越林道手代線改良について
５．ＩＴ技術の活用について
６．市営住宅管理条例の改善について
７．市職員について

9P 岡見善人（無所属）
１．新型コロナウイルスに係る状況と今後の対応

などについて
２．医療関連に係る助成について
３．投票率を高める施策について
４．移住・定住につながる施策について
５．地域おこし協力隊の増員に向けたインターン制

度の活用について
６．空き家の改修及び解体時の助成について

9P 阿部十全（無所属）
１．風力発電について
２．まちづくり人づくりについて 
３．ミニデイサービス支援について
４．イベント支援について
５．市民ボランティア活動を分野別に色分けする事

について

10P 佐々木隆一（日本共産党）
１．企業版ふるさと納税制度は企業と自治体の癒

着を生まないか 
２．高校生年齢までの医療費無料化の具体策は 
３．市内ガソリンスタンドの現状と対策は
４．交通安全ルールの徹底を
５．外国人労働者の実態は
６．教育振興について

11P 正木修一（無所属）
１．由利本荘産米の販売促進に向けた取り組みに

ついて
２．由利本荘市沖洋上風力発電事業について
３．若者の地元就職率の向上対策について
４．健康づくりに向けたインターバル速歩の推進に

ついて
５．ふるさと納税と企業版ふるさと納税の今後の

展開について
６．鳥海山木のおもちゃ美術館の今後の取り組みに

ついて

11P 佐々木茂（市民創風）
１．新型コロナウイルスへの市の対応について 
２．本市での人口減少と均衡ある発展について 
３．免疫消失者の救済について 
４．わが家の防災マニュアルの活用について
５．「地域共生社会」づくりの取り組みについて
６．ヤングケアラーの実態調査と支援について
７．デジタル端末配備による教育の変化と子どもた

ちの健康について

12P 泉谷赳馬（高志会）
１．新型コロナウイルス感染症対策事業について
２．新型コロナウイルスワクチン接種事業について
３．起業しやすい環境づくりについて

13P 今野英元（社会民主党）
１．市長の政治姿勢とコロナ禍での人員配置
２．由利本荘市の風力発電
３．由利本荘市の公文書一部非開示取消訴訟
４．井戸尻中継ポンプ場事故
５．住民監査請求

13P 佐藤健司（高志会）
１．新創造ビジョン後期計画１年経過後の評価と見

直しについて
２．人口減少対策と子育て支援について
３．産業振興、雇用対策について
４．農業振興策について
５．一番堰まちづくりプロジェクトについて　

12P 佐藤　勇（市民創風）
１．市長の市政運営について
２．投票率の向上について
３．カダーレ第２駐車場の開放について
４．児童生徒１人１台タブレット整備のデメリットに

ついて
５．コロナ禍を含む多子家庭への市独自の支援に

ついて

一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

10P 小川幾代（無所属）
１．市職員の労働環境について
２．生理の貧困について

髙橋和子
（高志会）

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
一
層
の
充

実
を
図
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
情

報
発
信
を
強
化
し
、
効
率
的
な
行
政
運

営
を
図
る
た
め
、
各
種
会
議
の
オ
ン
ラ

イ
ン
移
行
を
進
め
る
。

答

広
大
な
面
積
を
持
つ
本
市
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
こ
そ
活
用
す
べ

き
。 問 Ｉ

Ｔ
技
術
の
活
用
を

一
時
的
な
使
用
が
で
き
る
よ
う

取
り
扱
い
規
程
な
ど
の
整
備
を

す
る
。
許
可
期
間
、
使
用
料
、
申
請
手

続
な
ど
運
用
に
つ
い
て
は
、
要
綱
な
ど

に
よ
る
整
備
を
す
る
。

答

災
害
で
住
む
場
所
を
失
っ
た
方

が
入
居
を
希
望
す
る
場
合
、
収

入
の
過
多
に
関
係
な
く
入
居
で
き
る
よ

う
条
例
を
改
正
す
べ
き
。

問 市
営
住
宅
管
理
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
改
善
を

民
業
圧
迫
な
ど
検
討
を
要
す
る

事
項
が
多
く
、
現
時
点
で
の
設

置
は
難
し
い
。

答

大
型
掲
示
板
の
設
置
は
町
の
Ｐ

Ｒ
に
も
有
効
と
思
う
が
。

問 イ
ベ
ン
ト
支
援
に
つ
い
て

現
在
、
自
主
事
業
と
同
様
に
販

売
で
き
る
よ
う
、
指
定
管
理
者

と
協
議
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
各

種
団
体
、
市

民
の
利
便
性

を
損
な
わ
な

い
よ
う
に
努

め
る
。

答

総
合
案
内
で
の
民
間
主
催
に
よ

る
チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
。

問 カ
ダ
ー
レ
の
施
設
利
用
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

今
年
度
は
観
光
ガ
イ
ド
の
人
材

育
成
と
案
内
看
板
を
作
成
す
る
。

今
後
は
工
事
見
学
会
、
環
境
学
習
、
野

外
イ
ベ
ン
ト
活
動
や
歴
史
文
化
の
伝
承

な
ど
の
拠
点
づ
く
り
、
ま
た
、
ア
ウ
ト

ド
ア
の
レ
ジ
ャ
ー
拠
点
と
な
る
よ
う
メ

ー
カ
ー
と
連
携
協
定
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
財
源
を
含
む
年
次
計
画
を
策
定

し
進
め
る
。

答

周
辺
整
備
の
今
後
の
予
定
は
。

問

各
地
域
の
公
民
館
な
ど
で
、
民

間
事
業
者
と
共
に
ス
マ
ホ
教
室

な
ど
を
開
催
す
る
。

　
必
要
に
応
じ
電
話
や
窓
口
で
も
、
き

め
細
か
く
対
応
す
る
。

答

苦
手
な
方
へ
の
対
応
は
。

問

鳥
海
ダ
ム
周
辺
整
備
は 

ここが聞きたい
一 般 質 問

阿部十全
（無所属）

岡見善人
（無所属）

現
在
、
県
が
市
町
村
を
通
し
て

行
う
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
生
活
応
援
事
業
」
に
お
い
て
、
支

給
決
定
者
一
人
当
た
り
１
万
円
の
生
活

応
援
商
品
券
を
配
布
す
る
予
定
で
、
準

備
を
進
め
て
い
る
。

答 生
活
困
窮
者
な
ど
へ

　
　
　
　
商
品
券
の
配
布
を

こ
れ
ま
で
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
に
つ
い
て
は
、
隊
員
の
業

務
に
多
く
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
な
ど

課
題
が
あ
り
、
新
規
の
募
集
は
行
っ
て

こ
な
か
っ
た
。

　
近
年
、
国
や
県
の
支
援
体
制
が
整
備

さ
れ
課
題
が
改
善
さ
れ
て
き
た
こ
と
か

ら
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー

ン
制
度
」
は
財
政
面
に
お
い
て
有
利
な

制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
活
用

を
図
り
な
が
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

募
集
を
検
討
し
て
い
く
。

答

当
市
は
、
県
内
他
市
町
村
と
比

較
し
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

が
少
な
い
。
こ
の
度
制
度
化
さ
れ
た「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
」

を
活
用
し
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

の
増
員
に
結
び
付
け
る
べ
き
。

問 地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
増
員
に

　
向
け
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
活
用
す
べ
き

コ
ロ
ナ
禍
で
、
影
響
を
受
け
て

い
る
生
活
困
窮
者
な
ど
へ
の
支

援
を
、
井
川
町
の
よ
う
に
全
市
民
を
対

象
と
し
た
、
商
品
券
の
配
布
も
必
要
で

は
な
い
か
。

問

国
の
「
予
防
接
種
基
本
方
針
部

会
」
で
は
、
再
接
種
を
定
期
接

種
化
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
県
単
位
で
助
成
事
業
を

実
施
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
今
後
乳

幼
児
健
診
な
ど
を
通
じ
、
対
象
者
の
有

無
や
人
数
な
ど
に
つ
い
て
把
握
す
る
と

と
も
に
、
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
、

制
度
化
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

答

小
児
が
ん
な
ど
の

　
治
療
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン

　
　
再
接
種
に
費
用
助
成
を

小
児
が
ん
治
療
な
ど
の
際
、
乳

幼
児
期
に
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
で
獲
得
し
た
免
疫
を
失
っ
て
し
ま
い
、

感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な
る
。
あ
ら

た
め
て
予
防
接
種
を
受
け
る
に
は
、
２０

万
円
以
上
の
費
用
負
担
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
再
接
種
費
用
に
対
す
る
助

成
制
度
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

高
さ
や
出
力
な
ど
を
規
制
し
て

い
る
法
律
は
な
い
。
倒
壊
し
た

場
合
を
考
慮
し
、
風
車
の
最
高
点
ま
で

の
長
さ
の
３
倍
以
上
確
保
さ
れ
る
よ
う

に
設
定
し
た
。

答 再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
を
目
的
と
し
た
施
設
の

建
設
に
関
す
る
手
続
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
・
住
宅
な
ど
の
距
離

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

年
間
総
額
40
万
円
を
上
限
と
し

て
い
る
。
開
設
初
年
度
に
限
り
、

環
境
整
備
費
と
し
て
10
万
円
を
上
限
に

別
途
補
助
し
て
い
る

答

補
助
金
は
い
く
ら
か
。

問 ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

高
さ
の
３
倍
の
距
離
が
あ
れ
ば

高
さ
や
出
力
、
風
車
の
占
め
る

範
囲
に
制
限
は
な
い
か
。

問

影
に
関
す
る
基
準
は
な
く
、
市

に
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
個
々

に
対
応
す
る
。

答

風
車
の
影
（
シ
ャ
ド
ー
フ
リ
ッ

カ
ー
）
に
よ
る
影
響
が
あ
る
人

も
い
る
が
対
策
は
。

問

市
独
自
の
条
例
を
制
定
す
る
予

定
は
な
い
。

答

洋
上
風
力
発
電
に
関
す
る
条
例

の
制
定
は
。

問

鳥
海
ダ
ム
の
見
学
施
設
は
ダ
ム

建
設
中
、
ま
た
完
成
後
も
設
置

さ
れ
、
百
宅
地
区
の
歴
史
や
文
化
が
学

習
で
き
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
、
国
と

協
働
で
取
り
組
む
。

答

成
瀬
ダ
ム
の
工
事
見
学
は
、
拡

張
現
実
が
組
み
込
ま
れ
た
ダ
ム

の
ジ
オ
ラ
マ
や
パ
ネ
ル
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
利
用
し
た
体
感
学
習
が
で
き

る
。
ま
た
、
百
宅
の
歴
史
文
化
な
ど
の

発
信
も
、
新
た
な
形
の
見
学
施
設
に
組

み
込
み
、
工
事
中
も
完
成
後
も
こ
の
よ

う
な
施
設
が
で
き
る
よ
う
に
国
と
調
整

を
図
る
べ
き
。

問

利便性の向上が望まれる総合案内
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一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

６月定例会では、１１人の議員が質問に立ちました。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

8P 髙橋和子（高志会）
１．佐々木副市長就任について
２．鳥海ダム周辺整備について 
３．鳥海ダムに係る百宅の歴史文化の伝承・発信に

関する取り組みについて 
４．峰越林道手代線改良について
５．ＩＴ技術の活用について
６．市営住宅管理条例の改善について
７．市職員について

9P 岡見善人（無所属）
１．新型コロナウイルスに係る状況と今後の対応

などについて
２．医療関連に係る助成について
３．投票率を高める施策について
４．移住・定住につながる施策について
５．地域おこし協力隊の増員に向けたインターン制

度の活用について
６．空き家の改修及び解体時の助成について

9P 阿部十全（無所属）
１．風力発電について
２．まちづくり人づくりについて 
３．ミニデイサービス支援について
４．イベント支援について
５．市民ボランティア活動を分野別に色分けする事

について

10P 佐々木隆一（日本共産党）
１．企業版ふるさと納税制度は企業と自治体の癒

着を生まないか 
２．高校生年齢までの医療費無料化の具体策は 
３．市内ガソリンスタンドの現状と対策は
４．交通安全ルールの徹底を
５．外国人労働者の実態は
６．教育振興について

11P 正木修一（無所属）
１．由利本荘産米の販売促進に向けた取り組みに

ついて
２．由利本荘市沖洋上風力発電事業について
３．若者の地元就職率の向上対策について
４．健康づくりに向けたインターバル速歩の推進に

ついて
５．ふるさと納税と企業版ふるさと納税の今後の

展開について
６．鳥海山木のおもちゃ美術館の今後の取り組みに

ついて

11P 佐々木茂（市民創風）
１．新型コロナウイルスへの市の対応について 
２．本市での人口減少と均衡ある発展について 
３．免疫消失者の救済について 
４．わが家の防災マニュアルの活用について
５．「地域共生社会」づくりの取り組みについて
６．ヤングケアラーの実態調査と支援について
７．デジタル端末配備による教育の変化と子どもた

ちの健康について

12P 泉谷赳馬（高志会）
１．新型コロナウイルス感染症対策事業について
２．新型コロナウイルスワクチン接種事業について
３．起業しやすい環境づくりについて

13P 今野英元（社会民主党）
１．市長の政治姿勢とコロナ禍での人員配置
２．由利本荘市の風力発電
３．由利本荘市の公文書一部非開示取消訴訟
４．井戸尻中継ポンプ場事故
５．住民監査請求

13P 佐藤健司（高志会）
１．新創造ビジョン後期計画１年経過後の評価と見

直しについて
２．人口減少対策と子育て支援について
３．産業振興、雇用対策について
４．農業振興策について
５．一番堰まちづくりプロジェクトについて　

12P 佐藤　勇（市民創風）
１．市長の市政運営について
２．投票率の向上について
３．カダーレ第２駐車場の開放について
４．児童生徒１人１台タブレット整備のデメリットに

ついて
５．コロナ禍を含む多子家庭への市独自の支援に

ついて

一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

10P 小川幾代（無所属）
１．市職員の労働環境について
２．生理の貧困について

髙橋和子
（高志会）

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
一
層
の
充

実
を
図
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
情

報
発
信
を
強
化
し
、
効
率
的
な
行
政
運

営
を
図
る
た
め
、
各
種
会
議
の
オ
ン
ラ

イ
ン
移
行
を
進
め
る
。

答

広
大
な
面
積
を
持
つ
本
市
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
こ
そ
活
用
す
べ

き
。 問 Ｉ

Ｔ
技
術
の
活
用
を

一
時
的
な
使
用
が
で
き
る
よ
う

取
り
扱
い
規
程
な
ど
の
整
備
を

す
る
。
許
可
期
間
、
使
用
料
、
申
請
手

続
な
ど
運
用
に
つ
い
て
は
、
要
綱
な
ど

に
よ
る
整
備
を
す
る
。

答

災
害
で
住
む
場
所
を
失
っ
た
方

が
入
居
を
希
望
す
る
場
合
、
収

入
の
過
多
に
関
係
な
く
入
居
で
き
る
よ

う
条
例
を
改
正
す
べ
き
。

問 市
営
住
宅
管
理
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
改
善
を

民
業
圧
迫
な
ど
検
討
を
要
す
る

事
項
が
多
く
、
現
時
点
で
の
設

置
は
難
し
い
。

答

大
型
掲
示
板
の
設
置
は
町
の
Ｐ

Ｒ
に
も
有
効
と
思
う
が
。

問 イ
ベ
ン
ト
支
援
に
つ
い
て

現
在
、
自
主
事
業
と
同
様
に
販

売
で
き
る
よ
う
、
指
定
管
理
者

と
協
議
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
各

種
団
体
、
市

民
の
利
便
性

を
損
な
わ
な

い
よ
う
に
努

め
る
。

答

総
合
案
内
で
の
民
間
主
催
に
よ

る
チ
ケ
ッ
ト
販
売
は
。

問 カ
ダ
ー
レ
の
施
設
利
用
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

今
年
度
は
観
光
ガ
イ
ド
の
人
材

育
成
と
案
内
看
板
を
作
成
す
る
。

今
後
は
工
事
見
学
会
、
環
境
学
習
、
野

外
イ
ベ
ン
ト
活
動
や
歴
史
文
化
の
伝
承

な
ど
の
拠
点
づ
く
り
、
ま
た
、
ア
ウ
ト

ド
ア
の
レ
ジ
ャ
ー
拠
点
と
な
る
よ
う
メ

ー
カ
ー
と
連
携
協
定
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
財
源
を
含
む
年
次
計
画
を
策
定

し
進
め
る
。

答

周
辺
整
備
の
今
後
の
予
定
は
。

問

各
地
域
の
公
民
館
な
ど
で
、
民

間
事
業
者
と
共
に
ス
マ
ホ
教
室

な
ど
を
開
催
す
る
。

　
必
要
に
応
じ
電
話
や
窓
口
で
も
、
き

め
細
か
く
対
応
す
る
。

答

苦
手
な
方
へ
の
対
応
は
。

問

鳥
海
ダ
ム
周
辺
整
備
は 

ここが聞きたい
一 般 質 問

阿部十全
（無所属）

岡見善人
（無所属）

現
在
、
県
が
市
町
村
を
通
し
て

行
う
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
生
活
応
援
事
業
」
に
お
い
て
、
支

給
決
定
者
一
人
当
た
り
１
万
円
の
生
活

応
援
商
品
券
を
配
布
す
る
予
定
で
、
準

備
を
進
め
て
い
る
。

答 生
活
困
窮
者
な
ど
へ

　
　
　
　
商
品
券
の
配
布
を

こ
れ
ま
で
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
に
つ
い
て
は
、
隊
員
の
業

務
に
多
く
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
な
ど

課
題
が
あ
り
、
新
規
の
募
集
は
行
っ
て

こ
な
か
っ
た
。

　
近
年
、
国
や
県
の
支
援
体
制
が
整
備

さ
れ
課
題
が
改
善
さ
れ
て
き
た
こ
と
か

ら
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー

ン
制
度
」
は
財
政
面
に
お
い
て
有
利
な

制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
活
用

を
図
り
な
が
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

募
集
を
検
討
し
て
い
く
。

答

当
市
は
、
県
内
他
市
町
村
と
比

較
し
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

が
少
な
い
。
こ
の
度
制
度
化
さ
れ
た「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
」

を
活
用
し
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

の
増
員
に
結
び
付
け
る
べ
き
。

問 地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
増
員
に

　
向
け
イ
ン
タ
ー
ン
制
度
を

　
　
　
　
　
　
　
活
用
す
べ
き

コ
ロ
ナ
禍
で
、
影
響
を
受
け
て

い
る
生
活
困
窮
者
な
ど
へ
の
支

援
を
、
井
川
町
の
よ
う
に
全
市
民
を
対

象
と
し
た
、
商
品
券
の
配
布
も
必
要
で

は
な
い
か
。

問

国
の
「
予
防
接
種
基
本
方
針
部

会
」
で
は
、
再
接
種
を
定
期
接

種
化
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
県
単
位
で
助
成
事
業
を

実
施
し
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
今
後
乳

幼
児
健
診
な
ど
を
通
じ
、
対
象
者
の
有

無
や
人
数
な
ど
に
つ
い
て
把
握
す
る
と

と
も
に
、
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
、

制
度
化
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

答

小
児
が
ん
な
ど
の

　
治
療
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン

　
　
再
接
種
に
費
用
助
成
を

小
児
が
ん
治
療
な
ど
の
際
、
乳

幼
児
期
に
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
で
獲
得
し
た
免
疫
を
失
っ
て
し
ま
い
、

感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な
る
。
あ
ら

た
め
て
予
防
接
種
を
受
け
る
に
は
、
２０

万
円
以
上
の
費
用
負
担
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
再
接
種
費
用
に
対
す
る
助

成
制
度
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

問

高
さ
や
出
力
な
ど
を
規
制
し
て

い
る
法
律
は
な
い
。
倒
壊
し
た

場
合
を
考
慮
し
、
風
車
の
最
高
点
ま
で

の
長
さ
の
３
倍
以
上
確
保
さ
れ
る
よ
う

に
設
定
し
た
。

答 再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
を
目
的
と
し
た
施
設
の

建
設
に
関
す
る
手
続
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
・
住
宅
な
ど
の
距
離

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

年
間
総
額
40
万
円
を
上
限
と
し

て
い
る
。
開
設
初
年
度
に
限
り
、

環
境
整
備
費
と
し
て
10
万
円
を
上
限
に

別
途
補
助
し
て
い
る

答

補
助
金
は
い
く
ら
か
。

問 ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

高
さ
の
３
倍
の
距
離
が
あ
れ
ば

高
さ
や
出
力
、
風
車
の
占
め
る

範
囲
に
制
限
は
な
い
か
。

問

影
に
関
す
る
基
準
は
な
く
、
市

に
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
個
々

に
対
応
す
る
。

答

風
車
の
影
（
シ
ャ
ド
ー
フ
リ
ッ

カ
ー
）
に
よ
る
影
響
が
あ
る
人

も
い
る
が
対
策
は
。

問

市
独
自
の
条
例
を
制
定
す
る
予

定
は
な
い
。

答

洋
上
風
力
発
電
に
関
す
る
条
例

の
制
定
は
。

問

鳥
海
ダ
ム
の
見
学
施
設
は
ダ
ム

建
設
中
、
ま
た
完
成
後
も
設
置

さ
れ
、
百
宅
地
区
の
歴
史
や
文
化
が
学

習
で
き
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
、
国
と

協
働
で
取
り
組
む
。

答

成
瀬
ダ
ム
の
工
事
見
学
は
、
拡

張
現
実
が
組
み
込
ま
れ
た
ダ
ム

の
ジ
オ
ラ
マ
や
パ
ネ
ル
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
利
用
し
た
体
感
学
習
が
で
き

る
。
ま
た
、
百
宅
の
歴
史
文
化
な
ど
の

発
信
も
、
新
た
な
形
の
見
学
施
設
に
組

み
込
み
、
工
事
中
も
完
成
後
も
こ
の
よ

う
な
施
設
が
で
き
る
よ
う
に
国
と
調
整

を
図
る
べ
き
。

問

利便性の向上が望まれる総合案内
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小川幾代
（無所属）

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
（
非
正
規
雇
用
の
市
職
員
）

へ
の
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
、
会

計
年
度
任
用
職
員
数
は
、
４
９

７
人
で
あ
る
。

　
業
務
と
し
て
引
き
続
き
必
要
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
た
職
種
に
お
い
て
は
３
会

計
年
度
ま
で
継
続
任
用
す
る
こ
と
が
出

来
る
。

　
ま
た
、
制
度
開
始
前
の
給
与
水
準
の

維
持
と
と
も
に
、
生
計
を
支
え
る
た
め

の
一
助
と
な
る
よ
う
兼
業
を
可
能
と
し

て
い
る
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
正
職
員
へ
の

転
換
方
法
と
し
て
、
就
職
氷
河
期
世
代

の
採
用
の
考
え
方
を
適
用
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
慎
重
に
対
処
す
べ
き
と
考
え

る
。

市
職
員
の
働
く
環
境
を

　
　
　
　
　
　
　
よ
り
良
く

問答

市
職
員
の
育
休
取
得
の
た
め
の

取
り
組
み
は
。

　
職
員
の
配
置
換
え
や
、
業
務

分
担
の
見
直
し
を
す
る
な
ど
、

問答

市
職
員
の
女
性
の
管
理
職
を
増

や
す
取
り
組
み
は
。

令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
、
管

理
職
は
１
３
５
人
。
女
性
の
管

理
職
は
１７
人
。

　
人
事
配
置
の
際
、
自
己
申
告
制
度
を

活
用
し
業
務
に
対
す
る
意
識
確
認
を
し

て
い
る
。

　
今
後
、
職
位
に
対
す
る
意
向
調
査
な

ど
の
実
施
と
と
も
に
、
管
理
職
に
対
す

る
意
識
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
女
性
活

躍
を
推
進
し
て
い
く
。

問答

佐々木隆一
（日本共産党）

ここが聞きたい
一 般 質 問

こ
れ
ま
で
、
健
康
や
福
祉
の
相

談
を
受
け
る
中
で
「
生
理
の
貧

困
」
に
特
化
し
た
相
談
は
な
い
。

　
今
後
、
生
活
困
窮
も
含
め
た
家
庭
全

体
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
関
連
機
関
と

連
携
し
、
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

答

「
生
理
の
貧
困
」
の
状
況
把
握

は
。

問 「
生
理
の
貧
困
」
の
対
策
を

市
長
は
臨
時
議
会
の
所
信
表
明

で
、
医
療
費
の
無
料
化
を
高
校

生
年
齢
ま
で
対
象
に
す
る
と
述
べ
、
子

育
て
世
代
の
経
済
的
支
援
を
拡
充
す
る

と
言
明
し
た
。
市
長
の
英
断
を
高
く
評

価
し
た
い
。

　
所
得
制
限
な
ど
条
件
を
つ
け
る
の

か
。
財
源
は
ど
う
す
る
の
か
。
予
算
措

置
は
い
つ
頃
か
。

私
は
「
未
来
を
切
り
開
く
子
ど

も
た
ち
を
地
域
社
会
全
体
で
健

や
か
に
育
て
る
こ
と
」
を
重
要
な
施
策

の
一
つ
と
し
て
公
約
に
掲
げ
、
子
育
て

世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
無
料
化

を
決
断
し
た
。

　
所
得
制
限
な
ど
の
条
件
は
設
け
ず
、

過
疎
債
を
財
源
と
し
、
準
備
期
間
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
開
始
は
１０
月
１
日

を
予
定
し
て
い
る
。

高
校
生
年
齢
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
の
具
体
策
は

問答

市
内
に
は
38
カ
所
の
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
が
あ
り
改
修
が
必
要

な
の
は
９
カ
所
で
あ
る
。
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
の
過
疎
化
は
、
生
活
に
甚
大
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
業
界
団
体

か
ら
情
報
収
集
に
努
め
、
市
内
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
の
減
少
に
よ
り
生
活
に
支

障
の
な
い
よ
う
に
状
況
を
見
極
め
て
い

く
。 答

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
省
令

改
正
で
、
建
設
か
ら
２０
年
経
過

し
た
地
下
タ
ン
ク
は
、
漏
え
い
防
止
措

置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。

　
市
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
何
カ

所
か
。
改
修
に
必
要
な
ス
タ
ン
ド
は
何

カ
所
か
。
ス
タ
ン
ド
過
疎
の
対
策
は
。

問 市
内
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の

　
　
　
　
　
現
状
と
対
策
は

取
得
し
や
す
い
環
境
の
醸
成
に
努
め
て

い
る
。

　
併
せ
て
、
配
偶
者
出
産
休
暇
や
子
の

看
護
休
暇
制
度
な
ど
、
育
児
に
関
す
る

休
暇
制
度
に
つ
い
て
周
知
し
な
が
ら
積

極
的
な
取
得
を
促
し
て
い
る
。

由
利
本
荘
市
誕
生
以
来
、
柳
田

市
政
４
年
、
長
谷
部
市
政
１２
年

間
の
取
り
組
み
を
ど
う
評
価
し
て
い
る

の
か
。

本
市
１６
年
間
の

　
　
　
　
　
評
価
に
つ
い
て

問

柳
田
市
長
は
８
地
域
の
一
体
感

の
醸
成
に
ご
尽
力
さ
れ
、
長
谷

部
市
長
は
総
合
防
災
公
園
整
備
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
市
民
の
安
全
・
安
心

そ
し
て
移
住
・
定
住
へ
の
取
り
組
み
に

成
果
を
残
さ
れ
、
両
市
長
の
市
政
運
営

の
も
と
本
市
発
展
の
礎
が
築
か
れ
た
。

答

行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
り
、
行
政
運
営
や
職
員
労
力

が
ど
れ
く
ら
い
低
減
で
き
る
の
か
。
ま
た
、

自
治
体
情
報
標
準
化
シ
ス
テ
ム
導
入
に

よ
り
改
善
が
期
待
で
き
る
の
は
何
か
。

令
和
３
年
度

　
　
　
施
政
方
針
に
つ
い
て

問

電
子
申
請
の
積
極
的
な
活
用
な

ど
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
事
務
の
軽
減
を
図
る
。
デ
ジ
タ

ル
化
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
効
率
化

す
る
こ
と
で
、
職
員
一
人
１
日
あ
た
り

30
分
程
度
の
労
力
を
削
減
が
で
き
、
人

答

会長　渡部　功

当
初
予
算
で
は
市
税
で
６
億
５

０
０
０
万
円
ほ
ど
減
額
す
る
見

通
し
で
あ
る
が
、
国
か
ら
の
臨
時
財
政

答

５
Ｇ
部
品
の
増
産
が
想
定
さ
れ

る
Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
マ
ザ
ー
工
場
化
に

向
け
て
は
、
固
定
資
産
税
の
５
年
間
の

減
免
や
「
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助

金
」
な
ど
、
加
え
て
工
業
団
地
へ
の
バ

イ
パ
ス
整
備
を
国
、
県
へ
要
望
す
る
な

ど
重
層
的
支
援
を
行
う
。

　
一
番
堰
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
雇
用
の
創
出
確
保
と
共
に
Ｔ
Ｄ
Ｋ

工
場
の
安
定
稼
働
や
人
口
減
少
対
策
と

し
て
、
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
市
で

も
約
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
測
量
設
計
に
着

手
し
て
い
る
。

答 問

人
口
減
少
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
に
よ

り
、
税
収
は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
あ

る
が
、
今
後
の
財
政
の
見
通
し
は
ど
う

か
。 問

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
若

者
の
定
着
を
促
進
す
る
た
め
に
、

Ｔ
Ｄ
Ｋ
工
場
の
マ
ザ
ー
化
に
向
け
て
重

層
的
支
援
を
図
る
と
と
も
に
一
番
堰
ま

ち
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
の
か
。
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〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜

〜 

施
政
方
針
・
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
！ 

〜

１．湊市政への市民の期待につい

　　て

２．本市１６年間の取組への評価に

　　ついて

３．令和３年度施政方針について

４．農林水産業の活性化について

５．新型コロナウイルス感染症へ

　　の対応について

６．鳥海ダム関連事業について

７．洋上風力発電について

８．本市の教育について

質　問　項　目

対
策
債
の
増
額
と
減
収
補
填
債
の
発
行

に
よ
り
６
億
３
０
０
０
万
円
ほ
ど
確
保

し
て
い
る
。

　
今
後
は
人
口
減
少
に
よ
り
地
方
交
付

税
な
ど
が
減
額
に
、
そ
し
て
普
通
建
設

事
業
に
係
る
財
源
不
足
、
扶
助
費
や
各

特
別
会
計
へ
の
操
出
金
の
増
額
に
よ
り

厳
し
い
状
況
が
続
く
と
推
計
さ
れ
る
。

市民創風

件
費
と
し
て
年
額
１
億
円
を
超
え
る
効

果
額
が
見
込
ま
れ
る
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
を
目
標
と
し
た

自
治
体
情
報
標
準
化
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
り
、
事
務
軽
減
が
期
待
で
き
る
。
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ここが聞きたい
一 般 質 問

佐々木茂
（市民創風）

正木修一
（無所属）

オ
ー
ル
由
利
本
荘
で
、「
特
Ａ
」

と
い
う
強
み
を
発
信
し
販
路
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
米
以
外
へ
の
波
及
効
果
も
期
待
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
に

つ
な
が
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答 由
利
本
荘
産
米
の
販
売
促
進

　
　に
向
け
た
取
り
組
み
は

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
の
基
本
知

識
と
、
正
し
い
歩
き
方
講
座
を

通
し
て
学
ん
で
い
た
だ
き
、
市
民
の
健

康
づ
く
り

の
意
識
高

揚
を
促
進

し
、
健
康

づ
く
り
と

健
康
維
持

を
目
指
し

て
い
く
。

答

「
就
職
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
」

や
「
求
人
情
報
説
明
会
」
を
開

催
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
を
開
催
す
る
ほ
か
、
企
業
、

地
域
と
連
携
し
た
地
域
密
着
型
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
に
向
け
準
備
し

て
い
く
。

　
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
誘
致
な
ど
、
魅
力

あ
る
雇
用
の
場
の
創
出
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

答

生
活
習
慣
病
の
改
善
や
、
体
力

増
強
へ
の
効
果
が
実
証
さ
れ
て

い
る
。
市
民
へ
の
定
着
を
目
指
す
取
り

組
み
は
。

問 健
康
づ
く
り
に
向
け
た

イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
の
推
進
は

米
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
を
活
か
し

た
販
売
促
進
へ
の
考
え
は
。

問若
者
の
地
元
就
職
率
の

　
　
　
　
　
　向
上
対
策
は

高
校
卒
業
生
の
、
地
元
定
着
に

向
け
た
企
業
説
明
会
の
充
実

問

県
を
代
表
す
る
産
地
を
目
指
せ

る
と
期
待
し
て
い
る
。

　
生
産
者
の
負
担
軽
減
と
栽
培
技
術
の

確
立
・
普
及
拡
大
を
図
る
た
め
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
必
要
な
支
援
を
行
い

な
が
ら
、「
サ
キ
ホ
コ
レ
」
の
主
要
産

地
確
立
を
目
指
し
て
い
く
。

答

新
品
種
「
サ
キ
ホ
コ
レ
」
産
地

化
に
向
け
た
支
援
は
。

問

在
宅
介
護
で
寝
た
き
り
な
ど
の

高
齢
者
に
は
、
主
治
医
に
よ
る

訪
問
接
種
が
負
担
が
少
な
く
、
安
心
し

て
受
け
ら
れ
る
方
法
と
考
え
て
い
る
。

　
ワ
ク
チ
ン
は
希
釈
後
６
時
間
以
内
に

使
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
余
剰
を
出
さ

な
い
制
約
も
あ
る
の
で
、
主
治
医
の
協

力
を
得
て
、
個
別
接
種
と
訪
問
接
種
が

で
き
る
よ
う
医
師
会
と
調
整
し
て
い
く
。

答 在
宅
介
護
高
齢
者
へ
の

　
　
　
　ワ
ク
チ
ン
接
種
を

本
市
の
面
積
は
広
大
で
あ
り
、

多
く
の
種
類
の
自
然
災
害
の
発

生
が
想
定
さ
れ
る
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
て
自
宅
や
職

場
の
位
置
を
確
認
し
、
危
険
箇
所
、
避

難
経
路
や
避
難
時
の
心
得
な
ど
を
、
家

庭
内
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
様
が
、
災
害
発
生

時
に
適
切
な
避
難
行
動
が
と
れ
る
よ

う
、
訓
練
の
実
施
を
町
内
会
な
ど
に
働

き
か
け
て
い
き
、
防
災
意
識
の
一
層
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
。

答

改
訂
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
市

民
の
生
命
を
守
る
た
め
に
、
周

知
徹
底
が
必
要
で
は
。

問 わ
が
家
の

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用
を

現
時
点
で
は
該
当
す
る
事
案
は

届
い
て
な
い
が
、
そ
の
存
在
が

発
見
し
づ
ら
い
状
況
で
あ
り
、
情
報
把

握
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
今
後
、
関
係
機
関
の
協
力
を
仰
ぎ
な

が
ら
実
態
調
査
を
行
う
予
定
で
あ
り
、

早
期
発
見
に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も

に
、
包
括
的
相
談
支
援
体
制
の
機
能
を

よ
り
一
層
強
化
し
て
い
く
。

答

市
で
は
実
態
を
調
査
し
、
支
援

す
る
考
え
は
。

問 ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

　
　
　実
態
調
査
と
支
援
を

外
出
が
困
難
な
高
齢
者
に
、
訪

問
接
種
が
必
要
と
思
う
が
。

問

市
長
と
し
て
小
さ
な
声
に
も
耳

を
傾
け
、
解
決
す
る
た
め
に
市

と
市
民
で
徹
底
的
に
話
し
合
う
の
が
大

事
で
職
員
に
は
市
民
の
声
を
よ
く
聞
く

こ
と
を
伝
え
た
。
今
後
は
意
識
改
革
と

体
制
づ
く
り
を
行
い
、
要
望
な
ど
に
対

し
て
は
、
真
摯
に
対
応
し
て
い
く
。

答 市
民
か
ら
の
要
望
へ
の

　
　
　
　
　
　事
業
対
応
を

「
ひ
と
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
標
榜
す
る
市
長
は
、
市
民
の

要
望
に
丁
寧
な
対
応
が
必
要
で
は
。

問

や
、
県
内
外
の
大
学
生
へ
の
就
職
・
起

業
の
環
境
づ
く
り
は
。

健康づくりに向けた実践会

市
長
は
政
治
信
条
と
し
て
の
「
市

民
生
活
が
い
ち
ば
ん
」
に
お
い

て
、「
政
策
な
ど
の
全
責
任
は
市
長
に

あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
決
意
は
。

湊
市
長
の
政
治
姿
勢

「
市
民
生
活
が
い
ち
ば
ん
」

　
　
　
　
　
　
　に
つ
い
て

市
民
生
活
を
脅
か
し
て
い
る

　コ
ロ
ナ
禍
支
援
に
つ
い
て

問答

コ
ロ
ナ
禍
支
援
の
検
証
と
追
加

支
援
策
は
。

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
よ
り
地
域
経
済
は
甚
大

な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　市
は
こ
れ
ま
で
国
に
よ
る
交
付
金
を

主
な
財
源
に
事
業
者
を
支
援
。
国
の
支

援
が
及
ば
な
い
範
囲
に
お
い
て
は
、
市

答

住
民
自
治
の

　
　ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問

こ
れ
ま
で
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
た
独
自
の
自
治
活
動
に
対
し

「
住
民
自
治
活
動
支
援
交
付
金
」
な
ど

に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
後
押

し
し
て
き
た
。

　今
後
と
も
、
自
治
組
織
が
地
域
全
体

の
魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
の
安
心
・
安
全
を
守
り
、
地
域
課
題

を
解
決
す
る
共
助
組
織
の
中
核
と
し
て
、

と
も
に
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
で
自
治

組
織
の
活
性
を
図
る
。

答行
財
政
に
つ
い
て

市
長
の
「
行
政
は
ス
リ
ム
に
、

市
民
は
豊
か
に
」
と
は
。

問

行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化
に
お
い

て
は
行
政
改
革
な
ど
、
民
間
で

で
き
る
も
の
は
民
間
で
行
っ
て
い
た
だ

く
。
ま
た
、
自
治
会
な
ど
に
も
協
力
を

依
頼
す
る
な
ど
、
自
助
や
共
助
に
よ
る

役
割
分
担
と
連
携
を
推
進
し
て
い
く
。

　豊
か
な
市
民
生
活
実
現
の
た
め
一
般

財
源
を
確
保
し
、
市
民
目
線
を
大
事
に
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

全
力
で
対
応
す
る
。

答

１．市長の政治姿勢について

２．市政継続について

３．市民生活を脅かしているコロ

　　ナ禍支援について

４．住民自治のまちづくりについ

　　て

５．行財政について

６．人事について

７．由利本荘市公契約基本条例に

　　ついて

８．新ごみ処理施設建設について

９．企業経営の基本的考え方につ

　　いて

10．教育について

質　問　項　目

会

派

代

表

質

問

会

派

代

表

質

問

独
自
の
対
策
を
講
じ
て
き
た
が
、
更
に

対
応
が
求
め
ら
れ
る
場
合
に
は
財
政
調

整
基
金
を
活
用
し
支
援
す
る
。

　そ
の
財
源
確
保
の
た
め
に
は
行
財
政

改
革
の
徹
底
や
効
率
的
な
運
営
を
行

い
、
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
に

努
め
る
。

会長　伊藤　順男

高　志　会

6由利本荘市議会だより  令和３年／2021年8月1日発行

市
長
自
ら
自
分
の
考
え
や
意
見

を
職
員
に
発
信
す
る
と
と
も

に
、
市
民
と
直
に
接
し
て
い
る
職
員
の

話
に
も
耳
を
傾
け
、「
希
望
あ
ふ
れ
る

優
し
い
由
利
本
荘
市
」
実
現
の
た
め
果

敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
過
程
や
政
策
の

方
向
性
も
含
め
、
そ
の
結
果
責
任
は
す

べ
て
市
長
が
負
う
も
の
で
あ
る
。

町
内
会
な
ど
の
自
治
に
つ
い
て
、

市
と
自
治
組
織
の
役
割
分
担
を

明
確
に
し
、
意
思
疎
通
で
き
る
体
制
と

協
働
で
地
域
課
題
解
決
に
向
か
う
体
制

づ
く
り
は
。
ま
た
地
域
一
律
で
な
い
支

援
策
の
立
案
と
支
援
は
。
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ここが聞きたい
一 般 質 問
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請願・陳情結果

採　　択

○請願第１号
　地方財政の充実・強化を求める意見書提出につい
　ての請願

連合秋田本荘地域協議会　　
議長　　　大八木　和　彦　
紹介議員　今　野　英　元　

○陳情第４号
　教職員定数改善と義務教育費国庫負担割合引上げ
　を図るための２０２２年度政府予算に係る意見書
　提出についての陳情
　　　　　　　　秋田県教職員組合　　　　　

            執行委員長　櫻　田　憂　子

趣旨採択

○陳情第３号
　矢島・鳥海地域における斎場設備の拡充を求める
　陳情

　高建寺　住職　佐　藤　成　孝
廣祐寺　住職　伊　東　廣　闡
慈音寺　住職　宮　本　康　博
寿慶寺　住職　佐々木　正　純
祥雲寺　住職　松　山　了　順
正重寺　住職　村　山　正　顕
福王寺　住職　三　船　公　淳
龍源寺　住職　土　屋　泰　順

◆物品（消防ポンプ自動車１台）購入契約の締結

　大内分署へ配備する消防ポンプ自動車を購入する

　もの

　契約金額：４９９１万８千円

　契約の相手方：猿田興業株式会社

　　　　　　　　代表取締役社長　猿田　知久

◆物品（ロータリ除雪車）購入契約の締結

　矢島支所へ配備するロータリ除雪車（2.6m級）

　１台を購入するもの

　契約金額：６３３０万５千円

　契約の相手方：打川自動車株式会社

　　　　　　　　代表取締役　打川　　敦

◆物品（除雪ドーザ）購入契約の締結

　西目支所へ配備する除雪ドーザ（8ｔ級車輪式）

　1台を購入するもの

　契約金額：１５２９万円

　契約の相手方：コマツ秋田株式会社由利支店

　　　　　　　　 支店長　加藤　和弘

◆新山小学校改築建築主体工事（第Ⅰ・Ⅱ期）請負

　契約の締結

　新山小学校の老朽化に伴い、改築工事を実施する

　もの

　契約金額：２６億５９０万円

　契約の相手方：

　　村岡・長田・山科特定建設工事共同企業体

　　　　代表者　村岡建設工業株式会社　　

代表取締役　村岡　兼幸

◆新山小学校改築機械設備工事（第Ⅰ期）請負契約

　の締結

　老朽化に伴う校舎改築に併せ、機械設備工事を実

　施するもの

　契約金額：３億３１１０万円

　契約の相手方：

　　三共施設・山二施設・高橋秋和特定建設工事共

　　同企業体

代表者　株式会社三共施設　　

代表取締役　齋藤　淳一

契約関係（主なもの）

泉谷赳馬
（高志会）

プ
レ
ミ
ア
ム
飲
食
券
・
商
品
券

の
販
売
方
法
は
適
切
で
あ
っ
た

か
。

想
定
以
上
に
販
売
窓
口
が
混
雑

し
、
市
民
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
今
後
、
同
様
の
事

業
を
実
施
す
る
際
は
、
は
が
き
や
ネ
ッ

ト
な
ど
で
の
申
し
込
み
も
検
討
し
、
公

平
感
の
あ
る
方
法
と
な
る
よ
う
改
善
す

る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の

　
　
　
　
　
事
業
者
支
援
は

問答

予
約
方
法
の
改
善
は

臨
時
電
話
予
約
セ
ン
タ
ー
を
設

け
る
な
ど
の
対
応
し
て
き
た
。

今
後
は
民
生
委
員
か
ら
の
協
力
も
得
な

が
ら
き
め
細
や
か
な
対
応
を
し
、
全
庁

を
あ
げ
て
円
滑
な
接
種
を
進
め
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
は

問答

飲
食
業
支
援
金
に
つ
い
て
、
な

ぜ
光
熱
費
な
ど
の
事
業
規
模
に

応
じ
た
支
援
金
給
付
に
し
な
か
っ
た
か
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
重
視
し
、
申
請

手
続
き
の
簡
略
化
を
考
慮
し
た

結
果
、
従
業
員
の
雇
用
の
有
無
で
事
業

規
模
を
振
り
分
け
、
給
付
額
に
段
階
を

設
け
た
。

問答

今
後
の
事
業
者
へ
の
支
援
は
。

追
加
の
対
策
も
積
極
的
に
打
ち

出
し
、
国
や
県
の
施
策
と
連
携

し
て
地
域
経
済
再
生
に
取
り
組
む
。

問答

佐藤　勇
（市民創風）

産
学
官
金
連
携
を
実
践
し
、
若

者
や
女
性
が
起
業
し
や
す
く
、

国
内
外
か
ら
も
幅
広
い
人
財
が
集
ま
る

起
業
化
支
援
に
持
続
的
に
取
り
組
む
。

答

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

問

65
歳
未
満
の
一
般
接
種
に
つ
い

て
は
、
年
齢
の
高
い
順
か
ら
進

め
て
い
く
。

答

６５
歳
未
満
の
順
序
は
。

問

接
種
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
医

師
会
、
看
護
協
会
、
薬
剤
師
会

の
協
力
を
得
な
が
ら
連
携
を
密
に
し
、

早
期
の
接
種
に
取
り
組
む
。

答

接
種
体
制
は
万
全
か
。

問起
業
し
や
す
い

　
　
　
　
環
境
づ
く
り
と
は

合
併
算
定
替
特
例
・
合
併
特
例

債
措
置
も
終
了
。
７
０
０
億
円

近
い
長
期
債
と
、
経
常
収
支
比
率
は

９５
％
前
後
で
あ
る
。
毎
年
１
０
０
人
以

上
の
児
童
数
減
少
と
、
死
亡
者
が
年
平

均
１
１
５
８
名
。
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、

ど
う
市
政
運
営
を
図
っ
て
い
く
か
。

普
通
会
計
決
算
で
約
６
９
３
億

円
の
地
方
債
だ
が
、
そ
の
75
％

は
地
方
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
。

　
今
後
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
積
極
的

な
展
開
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

導
入
な
ど
新
た
な
財
源
の
確
保
と
、
事

務
事
業
の
見
直
し
な
ど
の
行
政
改
革
を

進
め
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る
。

所
信
表
明
に
お
け
る
市
長
の

　
現
状
認
識
と
今
後
の
抱
負

　
　
　
　
　
　
行
政
改
革
は

問答

合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
整
備

し
た
も
の
で
、
カ
ダ
ー
レ
で
の

事
業
に
限
り
開
放
し
て
き
た
。

　
そ
の
後
状
況
に
応
じ
適
宜
柔
軟
な
利

用
に
努
め
て
き
た
が
、
今
後
も
丁
寧
に

対
応
し
て
い
く
。

答

第
３
子
以
降
の
子
ど
も
誕
生
に

20
万
円
を
給
付
し
て
い
る
ほ
か
、

県
と
協
働
で
１
万
５
千
円
を
上
限
と
す

る
子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
支
援
事
業
、
ま

た
、
一
般
家
庭
対
象
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で

家
計
が
急
変
の
子
育
て
世
帯
に
、
国
が

児
童
１
人
当
た
り
５
万
円
の
給
付
を
予

定
し
て
い
る
。

　
多
子
家
庭
へ
の
更
な
る
給
付
は
、
公

平
・
公
益
性
を
踏
ま
え
今
後
研
究
す
る
。

答

本
庁
舎
脇
の
広
い
駐
車
場
が
、

普
段
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
公
有
財

産
を
遊
休
地
化
し
て
い
る
。
管
理
状
況

も
見
え
な
い
し
、
市
民
平
等
の
発
展
的

な
利
用
対
策
は
な
い
か
。

問 カ
ダ
ー
レ
第
２
駐
車
場
の

　
　
　
　
　
　
　
　
開
放
は

本
市
の
少
子
化
が
著
し
い
。
現

在
の
事
業
の
、
１８
才
以
下
に
就

学
前
児
童
が
い
る
な
ど
の
条
件
を
無
く

し
、１８
才
以
下
が
３
人
以
上
な
ら
全
世

帯
に
増
額
給
付
す
る
べ
き
で
な
い
か
。

問 多
子
家
庭
へ
市
独
自
の
支
援
は

人　事　案　件

6月定例会6月定例会

■副市長の選任（任期：４年）

　三森　　隆　氏（新任）鳥海地域伏見

■教育委員会委員（任期：４年）

　佐藤　道昭　氏（再任）本荘地域花畑町一丁目

みつ もり

さ とう どうしょう

たかし

●後期高齢者医療に関する条例の一部を
　改正する条例
●地域支援事業及び地域支え合い事業費用徴収条
　例の一部を改正する条例
●ボートプラザ「アクアパル」条例の一部を改正
　する条例

条例関係（主なもの）

同意

可決

可決

請願
第１号

委員会発案
第２号

意見書提出

衆議院議長・参議院議長・
内閣総理大臣・総務大臣・
財務大臣・内閣府特命担当
大臣（地方創生）・内閣府
特命担当大臣（経済財政
政策）

陳情
第４号

委員会発案
第３号

衆議院議長・参議院議長・
内閣総理大臣・総務大臣・
財務大臣・文部科学大臣

市役所隣接の第２駐車場
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ここが聞きたい
一 般 質 問

乱立する風車群

由利本荘市議会だより  第65号（6月定例会） 由利本荘市議会だより  令和３年／2021年8月1日発行

佐藤健司
（高志会）

今野英元
（社会民主党）

風
力
発
電
施
設
は
自
然
災
害
、

生
活
環
境
へ
の
影
響
、
自
然
環

境
の
保
全
や
、
文
化
財
や
景
観
の
保
護

の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
令
で
規
制
さ

れ
て
い
る
が
、
固
定
価
格
買
取
制
度
の

後
押
し
も
あ
り
、
沿
岸
部
、
山
間
部
で

急
速
に
設
置
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
一
部
の
自
治
体
で
は
条
例
で
規
制
す

る
動
き
が
あ
る
。
し
か
し
、
土
地
所
有

者
、
地
域
住
民
、
事
業
者
の
権
利
に
つ

い
て
利
害
の
対
立
や
訴
訟
が
生
じ
る
可

能
性
も
あ
る
。

　
市
と
し
て
は
、
条
例
制
定
に
取
り
組

む
予
定
は
な
い
が
、
に
か
ほ
市
の
ゾ
ー

ニ
ン
グ
事
業
や
全
国
の
自
治
体
の
動
向

に
注
視
し
て
い
く
。

答

風
力
発
電
所
の

乱
開
発
阻
止
に
は
市
独
自
の

　
　
　
　
　条
例
が
必
要
だ

昨
年
１２
月
か
ら
政
府
内
で
、
環

境
影
響
評
価
法
の
要
件
緩
和
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
風
力
発
電
所
の
規
模
１
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
を
５
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

以
上
へ
と
緩
和
す
る
も
の
で
、
住
民
の

存
在
を
無
視
し
た
最
悪
の
制
度
変
更
だ
。

問

今
年
３
月
の
新
規
高
卒
者
の
県

内
就
職
内
定
割
合
は
過
去
最
高

で
あ
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
進
学
や
就

職
な
ど
で
市
外
へ
の
人
口
流
出
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
な
ど

の
誘
致
に
加
え
、
起
業
・
創
業
に
関
す

る
支
援
を
戦
略
的
に
展
開
し
、
さ
ら
に

魅
力
あ
る
雇
用
の
場
を
創
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

答 人
口
減
少
対
策
と

　
　
　
　
　子
育
て
支
援
は

令
和
３
年
産
の
米
価
に
つ
い
て

は
、
か
ね
て
よ
り
需
給
の
緩
み

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　
市
で
は
、
国
の
「
水
田
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
事
業
」
へ
取
り
組
む
こ
と
で
、
主

食
用
米
か
ら
加
工
用
米
へ
の
転
換
や
農

協
に
よ
る
備
蓄
米
の
確
保
、
飼
料
用
米

の
全
農
へ
の
出
荷
な
ど
に
よ
り
、
収
入

の
確
保
も
図
り
な
が
ら
こ
の
難
局
に
対

応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

答

米
在
庫
増
に
対
す
る
施
策
と
農

家
支
援
は
。

問 農
業
振
興
へ
の
取
り
組
み
は

就
職
先
の
選
択
肢
を
広
げ
る
た

め
、
更
な
る
雇
用
の
場
の
創
出

が
必
要
で
は
。

問

市
で
は
、
安
心
し
て
子
供
を
産

み
育
て
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

経
済
的
支
援
の
ほ
か
に
、
地
域
全
体
で

子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
地
域
の
協

力
員
に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
、
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
「
あ

お
ぞ
ら
」
や
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
「
ふ
ぁ
み
り
あ
」
な
ど
で
の
相

答

経
済
的
負
担
軽
減
の
ほ
か
に
、

地
域
社
会
全
体
で
応
援
す
る
子

育
て
支
援
が
必
要
で
は
。

問

4月臨時会4月臨時会

人　事　案　件 同意
■副市長の選任（任期：４年）

　佐々木　司　氏（新任）本荘地域裏尾崎町
さ さ き つかさ

●税条例等の一部を改正する条例

●国民健康保険税条例の一部を改正する条例

条例専決処分報告（主なもの） 承認

●地域雇用創出推進基金費（令和２年度）　　５億円

●行政改革に伴う人件費平準化基金費（令和２年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１億円

●福祉医療費支給事業費（令和２年度）

　　　　　　　　　　　　　　△８１２１万６千円

●［新型コロナウイルス感染症対策］（令和３年度）

　子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）

　　　　　　　　　　　　　　　４８６４万３千円

補正予算専決処分報告（主なもの） 承認

▶ 一番堰まちづくり事業特別委員会を設置 ◀▶ 一番堰まちづくり事業特別委員会を設置 ◀

　４月２７日に開催された令和３年度第２回臨時会において一番堰まちづくり事業特別委員会の設置並びに
委員の選任が議決されました。
（１）名　　称　一番堰まちづくり事業特別委員会
（２）定　　数　８名
（３）設置目的　複数の常任委員会の所管にかかわることから、効率的かつ集中的な審議を行うため
（４）付議事件　一番堰まちづくりプロジェクト事業について
（５）委　　員
　　　　　　委 員 長　長沼　久利
　　　　　　副委員長　三浦　　晃
　　　　　　委　　員　岡見　善人
　　　　　　　　　　　佐々木隆一
　　　　　　　　　　　佐々木　茂
　　　　　　　　　　　佐藤　義之
　　　　　　　　　　　泉谷　赳馬
　　　　　　　　　　　佐藤　健司

〈前列左より〉

佐々木隆一

長沼　久利

三浦　　晃

佐々木　茂

〈後列左より〉

佐藤　健司

佐藤　義之

泉谷　赳馬

岡見　善人

日本代表など合宿激励

問 　対象競技は。

答 　ナイスアリーナでのフェンシング日本代表、

バレーボールＶリーグチームの合宿に対して、

激励品を贈り、本市での合宿を支援する。

　日本代表などの合宿に激励品を贈呈します。

産

合宿中のフェンシング日本代表

談
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
全
て
の
子
育
て
世
代
が
、
地

域
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
ゆ
と
り
を
持
っ

た
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
支

援
環
境
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
県
内

初
の
官
民
連
携
に
よ
る
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
事
業
で
あ
る
。

　
市
の
主
な
役
割
と
し
て
は
、
都
市
計

画
法
に
よ
る
地
区
計
画
の
策
定
や
、
幹

線
道
路
及
び
雨
水
排
水
路
の
整
備
な
ど

を
行
う
ほ
か
、
円
滑
な
推
進
に
向
け
て
、

一
体
的
な
土
地
の
測
量
調
査
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

答 一
番
堰
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

市
と
民
間
の
役
割
の
線
引
き

は
。

問

答 　現在は水林、矢島、由利、東由利の４斎

場を管理運営しているが、老朽化の激しい由

利と東由利は、公共施設等総合管理計画で

令和９年以降に廃止する予定。将来は火葬

件数推計や人口動態から、２斎場「５炉体

制」を適正規模と位置づける予定である。

問 　将来はどのようにする計画なのか。

　市内にある４斎場を改修・再編します。

矢島・鳥海地域の斎場設備の拡充

教

矢島斎場外観

随
意
契
約
の
指
名
理
由
の
開
示

請
求
に
つ
い
て
、
事
務
事
業
の

公
正
か
つ
適
正
な
執
行
に
支
障
を
及
ぼ

す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
一
部
不

開
示
と
し
た
。

　
一
部
不
開
示
と
し
た
決
定
に
つ
い
て

妥
当
で
あ
る
か
、
裁
判
の
審
理
が
行
わ

れ
、
適
切
に
判
断
さ
れ
る
も
の
と
考
え

る
。 答 由

利
本
荘
市

　情
報
公
開
条
例
に
つ
い
て

集
落
排
水
施
設
等
維
持
管
理
業

務
委
託
、
随
意
契
約
の
不
開
示

理
由
は
。

問

　
こ
の
緩
和
に
よ
り
一
層
の
大
規
模
風

力
発
電
所
が
建
設
さ
れ
て
、
手
の
つ
け

ら
れ
な
い
乱
開
発
と
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

　
乱
開
発
を
止
め
る
に
は
、「
も
う
こ

れ
以
上
風
車
は
い
ら
な
い
」
を
メ
イ
ン

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
、
市
独
自
の
強
力

な
条
例
を
作
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。



由利本荘市議会だより  第65号（6月定例会） 143 由利本荘市議会だより  令和３年／2021年8月1日発行

　由利本荘市在住でカヌー・スプリントで東京オリンピッ

ク出場を決めた小野祐佳選手が５月２７日、五輪日本代

表内定の報告に由利本荘市庁舎を訪れました。

　三浦議長が花束を贈呈し、小野選手からはメダルへの

意気込みなどを伺いました。

　小野選手が夢の舞台で存分に活躍されますことを期待

しています！

　由利本荘市議会議員政治倫理審査会の審査請求第８号における審査結果について、以下のとおり報告します。
　本請求は、令和２年１２月１０日に伊藤順男議員が市職員に対し、市が発注した工事の残土処理についての調査を強い口調で
依頼したことが、議員政治倫理条例（以下「条例」といいます。）第３条 (１)及び (５) の政治倫理基準に違反する疑いがあるとして、
渡部功議員、高野吉孝議員、佐々木茂議員、岡見善人議員、佐々木慶治議員、佐藤勇議員、阿部十全議員及び正木修一議員
が連署をもって、条例第８条第２項の規定に基づき、議長宛てに令和３年３月３日付けで審査請求書を提出したものであります。
　その後、審査請求書の記載事項が、補正命令により令和３年３月３０日付けで補正され、令和３年４月６日付けで、議長から
当審査会に審査付託されたものであります。

　審査会は令和３年４月１５日に開催され、審査請求の内容を確認し、審査請求の適否について審査をいたしました。
　審査においては、「強い口調で調査を依頼した」という事案が、条例第３条 (１) 及び (５) が規定する政治倫理基準の違反に当
たるのか――審査請求の対象として適合しているのかについて、各委員よりそれぞれの見解が述べられ、審査請求の適否につい
て意見が分かれました。
　まず、適合しているとする主な理由は以下のとおりです。
　・この条例が目指すところは、第３条の「品位と名誉を損なうような一切の行為を慎み」に全てが包括されている。一人ひと
　　りが考える品位や倫理を大きな枠で律しているのが政治倫理条例であり、強い口調で職員に依頼するパワーハラスメントとも
　　受け取れる行為は、条例第３条 (１）の「品位と名誉を損なうような一切の行為を慎み」の部分に違反している。また、職
　　員が正常な状態で仕事が出来なかったとすれば、それは同条 (５ ) の「市職員の公正な職務執行を妨げ」の部分に違反して
　　おり、今回の事案は適合している。
　これに対し、適合していないとする主な理由は以下のとおりです。
　・この条例は、「議員の立場を利用した不正と影響力の行使、利益誘導を防ぐために必要」とのことから制定されたもの。品
　　位と名誉は人によって捉え方が違い、議員として各々が自覚すべきものであり、条例第３条 (１) が基準としているのは、あくま
　　で「不正疑惑を持たれる行為をしてはいけない」こと。また同条 (５) について、「市職員の公正な職務執行を妨げ」の部分
　　に関しては、依頼された職員が公正な職務を行わずに、事実をねじ曲げたというわけでもないので、これらはいずれも基準
　　には該当せず、適合していない。
　このように、条例制定の主旨と条文の解釈を中心に、慎重に議論し、審査をしたところであります。
　また、審査の過程においては、この事案をきっかけとし、ハラスメントを防止する規定等が現在は無いとして、議長が「議員
のハラスメント防止に関する申し合わせ」を会派代表者会議に諮り、全会一致で令和３年２月２４日に制定されたことも重視され
ました。

　審査会では、この事案の「審査請求の適否」――この事案が審査請求対象として適合しているかどうかが焦点となり、各議員
が条例の解釈について議論しながら、慎重に審査いたしました。
　上述のとおり、「適合している」とした委員もおりましたが、「適合していない」とする委員が過半数であり、賛成少数で「審
査請求の適否」について、「否」と決定したものであります。
　なお、このたびの判断は、あくまで現行の条例において、当該事案は審査請求に適合していないとしたものであり、決して、パワー
ハラスメントとも受け取れる言動について肯定しているものではありません。
　当市議会では、議員の市職員に対するハラスメントについては議員政治倫理条例の対象とされていないとして、「議員のハラス
メント防止に関する申し合わせ」を会派代表者会議において決定しております。
　この申し合わせでは、議員のハラスメント行為に対して市職員から相談があったときは、議長が確認を行い、その結果におい
ては議員に対し注意等の措置をとり、会派代表者会議に報告することとされております。
　議員各位は、この申し合わせを遵守し、常に自覚を持った行動を取るべきであることを申し添え、審査会の報告といたします。

 カヌー・スプリント東京五輪代表小野祐佳選手の出場報告

前列（左より）：三浦議長、小野選手、片倉会長（小野祐佳後援会）

後列（左より）：村岡副会長（同）、髙橋副議長、遠藤副会長（同）、中嶋事務局次長（同）

由利本荘市議会議員政治倫理審査会 審査請求第８号審査報告

【審査の概要】

【審査の結果】

大内総合支所保有の
乗用草刈機の購入

問 　経年の緩みにより走行用ベルトの外れや草

刈機カバーの上下ができないので新たな購入

とあるが、修繕で対応は不可能か。

答 　当初、修繕で１２８万円の予算を計上して

いたが、メーカー側において交換部品は既に

欠品となっており、修繕が不可能となったこ

とから、備品購入費に組み替え、新たに購

入することになる。

　老朽化により修繕不可能な乗用草刈機の購
入。 建

答 　クレジットカード、デビットカード、電子マ

ネー、ＱＲコード決済およびその他の電子的

手段であって、一般的な購買に利用する事

業者が対象となる。

　一店舗につき、補助対象経費の３分の２

以内かつ上限２０万円を補助する。

問 　対象事業者と補助額は。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、キ

ャッシュレス決済を導入する市内の事業者に補

助します。

由利本荘市キャッシュレス決済
等導入補助金

産

旧前郷小学校跡地整備事業

問 　どのように整備するのか。

答 　今年度、校舎跡地に芝生広場を整備し、

地域住民の「憩いの場」として活用される

計画である。来年度は旧グラウンド部分を

災害時避難場所など多目的利用のために整

備の予定である。

　２カ年で整備を行います。 総

消防施設等整備事業

問 　整備の内容は。

答 　小型動力ポンプ付軽積載車を大内、東由

利、鳥海の各地域に計７台更新の予定であ

る。また、耐震性貯水槽を本荘、矢島、大内、

鳥海の各地域に計５基整備の予定である。

　今年度も計画に沿って、消防団機械器具や消
防水利の整備を行います。 総

答 　７０歳以上の人と運転免許を返納した人を

対象に、羽後交通の路線バス乗り放題定期

券「ゴールドフリー定期券」の購入費を７月

から半額補助する制度である。

　この事業費は、企業版ふるさと納税で信

金中央金庫から受けた寄附金から充てるもの

である。

問 　どのような内容か。

　地域間の移動がよりスムーズになります。

高齢者「おでかけ」促進事業の
実施

総

提
言

　企業局管理の施設において、耐用年数を

経過した機器などの故障により、市民生活に

影響が出ている事象が時々発生している。

　耐用年数を経過した機器の更新について

は、壊れてから修繕するのではなく、全体

の影響度に応じ、更新費用とのバランスを取

りながら計画的に整備し、施設管理に関して

も市民に不安を与えないような対応を望む。

　委員会審査時における提言

耐用年数を過ぎた機器等の
計画的な更新

建
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２１日
２８日
３０日

１日
７日

１２日
１７日
２０日
２４日
２７日

１日
８日

１０日
１４日
１８日
２０日
２２日
２３日
２４日

地域農業再生協議会総会
鳥海山矢島口山開き
小友小学校開校式

遠藤章博士顕彰碑除幕式
秋田由利牛振興協議会総会
文化財保護団体連合会表彰式
由利本荘市商工会通常総代会
芸術文化協会連合会表彰式
体育協会評議員会
小野祐佳選手東京オリンピック出場決定報告

丁岳山開き
東京オリンピック聖火リレー「由利本荘市ルート」セレモニー
シルバー人材センター定時総会
本荘由利産学振興財団評議員会
市と市議会との合同要望（県内要望）
鳥海山百宅口夏山開き
観光協会通常総会　
市と市議会との合同要望（県内要望）
市と市議会との合同要望（リモートによる中央要望）

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛など

弔　　　事

４月 ５月 ６月

0円（0件） 5,500円（1件） 10,000円（1件）

20,000円（1件） 96,500円（3件） 0円（0件）

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

議長交際費議長交際費

議会日誌議会日誌
 ８日

９日
１５日
２１日
２２日

２７日

１０日
１７日

２日
３日
７日

９日
１７日

２３日

４月

５月

６月

４月

５月

６月

会派代表者会議
議会報編集特別委員会
議会議員政治倫理審査会
会派代表者会議
議会運営委員会
正副委員長会議
臨時会

議会運営委員会
本会議（開会）

本会議（会派代表質問・一般質問）
本会議（一般質問）・４日・７日
議会運営委員会
一番堰まちづくり事業特別委員会協議会
委員会（議案審査）～１０日・１４日
議会運営委員会
本会議（最終日）
議会報編集特別委員会

６
月

定

例

会

（４／１～６／３０）

　令和３年６月定例会を５月１７日から６月１７日

までの３２日間の会期で開催しました。

　市提出案件は２９件で、人事案件、条例関係、

契約締結、令和３年度補正予算などを審議し、原

案のとおり可決したほか、請願１件を採択、陳情２

件のうち１件を採択、１件を趣旨採択とし、委員会

発案２件を原案のとおり可決しております。

　なお、４月２７日に臨時会を開催し、専決処分

報告１３件を承認し、人事案件１件を同意しており

ます。

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会

産 … 産業経済常任委員会

一 … 一番堰まちづくり事業特別委員会

建 … 建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

６月定例会
４月臨時会

議論の中からピックアップ
新型コロナウイルス対策事業

問 　支援対象は。

答 　低所得のひとり親世帯で令和３年４月分の

児童扶養手当受給者、公的年金などを受給

しているため上記の児童扶養手当が未受給の

方、家計が急変して収入が児童扶養手当受

給者と同じ水準の方が対象である。また、

ひとり親世帯以外でも同様の状態にある方に

も支給する。

　子育て世帯生活支援特別給付金事業を実施し
ます。 教

福祉医療費の拡充

問 　なぜ対象を拡げるのか。

答 　市長は施政方針の中で、「地域社会全体

で健やかに育む子育て環境と教育の充実」

を図るとしており、これまで中学生以下の医

療費無料化を高校生年齢まで拡充し、子育

て世代の負担軽減に努める。

　医療費無料の対象を高校生年齢までにします。

教

　地域の皆さまより市政や市議会に対するご意
見などを聞く機会として、毎年春季に予定してい
る議会報告会「市民と語る会」ですが、
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の
ため、今年度も開催を延期することとしましたの
でお知らせいたします。

令和３年　議会報告会
「市民と語る会」延期のお知らせ

指定管理施設コロナ対策支援金

問 　事業の詳細は。

答 　売上減少額積算の対象期間は、令和２年

６月から令和３年３月までで、売上減少額を

算出し、算出基礎額の20％を給付する。

　売上減少の指定管理施設管理者に対して、支

援金を給付します。 産

市議会カレンダー
● ９月定例会の予定 ●

８／１５１６ ２１

２２ ２５２３ ２７２６

２９ ３１ ４２

２８

１９ ２０ ２１ ２３ ２４ ２５

９／１

１１

１２

５

１５１４ １８１７

月 火 水 木 金 土

本会議
（開会）

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

日

１９１８１７

本会議
（一般質問）
決算審査
特別委員会

７
本会議
（一般質問）

６

本会議
（閉会）

２２

２０
　８月２０日（金）

正午までに受理する

請願・陳情を審議

する予定です

常任委員会
決算審査
特別委員会

８
常任委員会
決算審査
特別委員会

９
常任委員会
決算審査
特別委員会

１０

決算審査
特別委員会

１６

３０

特別委員会
決算審査
特別委員会

１３

本会議
（一般質問）

３
予防接種事業の拡充

問 　なぜおたふくかぜの予防接種に助成する

のか。

答 　新型コロナウイルス感染拡大の長期化は、

地域経済、医療、福祉など社会全体を疲弊

させ、子育て世帯に大きな負担を生じさせて

いる。子育て環境を充実して、安心・安全

な市民生活を確保する。

　乳幼児のおたふくかぜ予防接種費用の一部を

助成します。 教

一番堰まちづくり事業の概要

問 　企業社員寮の土地に関して、市ではどこ

まで関与していくのか。

答 　市では約３．６ヘクタールの用地取得費とし

て、２億２６３０万円の予算を計上した。

　用地取得後、農地転用の手続きを行い土盛

りなどの造成後、事業者に売却する予定。その

他の施設に関しては各事業者で対応していた

だくことになる。

　一番堰に企業社員寮の他、医療福祉施設、また

商業施設の建設を計画しています。 一

由利本荘市議会議員政治倫理条例　議員の就業等の公表
　由利本荘市議会議員政治倫理条例に基づき、議員から就業報告書の提出がありましたので、同条例の規定により、

下記のとおり概要を公表します。

議席番号 氏名（地域）

小川　幾代（本荘）

泉谷　赳馬（本荘）

職業 本人が実質的に経営に携わっている企業【役職名】

無職

会社役員

―

ボナンザクリエイト合同会社【代表社員】／公益社団法人由利本荘青年会議所【理事】／
特定非営利活動法人イノベヤ【理事】

３

１４
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議論の中からピックアップ　　　 ▶Ｐ２

一番堰まちづくり事業特別委員会の設置　▶Ｐ４

会派代表質問　　　　　　　　　 ▶Ｐ６

ここが聞きたい　一般質問　　 　▶Ｐ８

愛ＬＯＶＥゆりほんじょう　　 　▶Ｐ１６

６月定例会
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　実
は
、
本
荘
由
利
地
域
に
は
多
く

の
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が
あ
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こ
と
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ご
存
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で
し
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か
。
こ
れ
か
ら
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節
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　滝
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で
の
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の
り
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目
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前
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滝
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。
身
近
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自
然
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し
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み
ま
せ
ん
か
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　（
小
松

　浩
一
）

が住む由利地域は自然に恵まれ、優しい方々

に囲まれた住みよい地域です。しかし、昨年

総合的な学習の時間で地域の魅力や課題について調

べる中で、この地域の人口が減り続けていることを

知りました。そこで僕たちは、「由利まちづくり協

議会」の方々に協力していただきながら地域の将来

について話し合い、次のような提言を考えました。

　それは、自然を生かし、自然を守るイベントを

行って地域の魅力をたくさんの方に伝えようという

ことです。例えば、子吉川で釣り大会や川遊び、ゴ

ミ拾いなどを行い、地域の自然に触れてもらうので

す。こうしたことを通して由利を訪れる人が増えれ

ばいいです。これからも多くの人とともに、よりよ

い地域づくりを目指していきたいです。

が住んでいる堤下町内のそばには、「大堤」と

呼ばれる大きな沼があります。週に２、３度

は家族で散歩に行くくらい、私にとっては身近な存

在です。

　大堤は、季節によってさまざまな顔を見せてくれ

ます。春には桜の花びらが水面にひらひらと舞い降

り、夏には魚が勢いよく飛び跳ねる様子などを見る

ことができます。水辺の赤や黄色の紅葉が乱れ散る

秋が終わると、北の方から白鳥が飛んできて、まも

なく冬を迎えます。この頃が私の一番好きな季節で

す。たくさんの白鳥の鳴き声は、仲間同士で語り合っ

ているようにも聞こえます。

　このように、春夏秋冬さまざまな顔を見せてくれ

る「大堤」をはじめ、自然豊かな子吉地域が私は大

好きです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.２３

僕 私

大好きな大堤伝えたい地域の魅力

子吉小学校 ６年

さん石川 あかり

由利中学校 ３年

（町内名　堤下）（町内名　舘町）

あ べ いし かわちから

さん阿部 力

絶好の運動会日和でダンス！！ダンス！！ダンス！！／矢島小学校  ５月１５日
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